第24回　施設処遇検討会議　議事録　H22.11.29

13:30～15:00

青山荘交流室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出席者：秋山S.G.M小坂和子長谷部S.G.M
小笠原嘉紀・木村春子

・須々田珠実・馬渕豊子

（ 欠席者：千葉C.E.O・中村文洋・上平ユリ子）

記　録：馬渕　豊子
議題

１：松村　勉様　（青山荘入所者様）の処遇について

２：岩城　敏夫様（青風荘入所者様）の処遇について

１：松村　勉様　（青山荘入所者様）の処遇について
病名：統合失調症　　　合併症　腰痛

＜問題点・介入方法＞

①　疾病、服薬管理

服薬管理

→青山荘入所訓練の目的の一つに服薬の習慣が身についてなく以前、自分の考えで退薬した経緯が

ある為、現実的な視点で物事の解釈を説明、本人のこだわりとしているところも受け入れながら

服薬の習慣性を伝え、理解してもらいながら自己管理に向けた準備を整えていく。

②　日中活動
デイケア通所について

→過去に通所した経験のある他施設でのデイケアの印象が強く、そこでの築けなかった他者交流のつまづきを今でも引きづっている事が、本人様の発言から聞かれて様々な口実を言う原点になっている。来年1/31から週1日だけ通所するからという話しをするもこれまでの経緯からやや現実的な発言とは受け止め難い。日赤病院定期外来受診時に主治医にも情報提供を行い、情態像にも着目しながら日課のあり方を諭しつつ現実検討への促しを行う。

→青山荘内で個別プログラムを本人のペースに合わせて行う事も検討、提示方法を工夫しながら取り組む。日頃の接し方も本人モチベーションを十分活用して具体的な役割を提示するなど明確にしながら、信頼関係作りにも気を配る。

③）健康管理

→間食量の把握は確認している。散歩時に買物して来る事も、コース的に十分分ると理解を示しながらも外出の際に買物内容を聞いて、購入しすぎないようにアドバイス、内容の報告をする癖付けを習慣化していただく。

→運動を気分転換で散歩継続は評価できる。日中活動の時間を有効的に活かして青山荘内でもできるストレッチ体操の励行を勧めて励みになるよう声掛けして継続性を保つ。

＜評価＞
日中活動としてデイケア利用を勧めているが、過去の経験から拒否的になっている。自分なりの解釈が伴う。理解して頂く為に体験見学も実施したが、理解して受け入れるという段階には至らない。

自分なりに来年1／31には利用すると話すこともあるが、これまでの経緯から見て現実的な観点から信憑性が薄いようにも思われる。本人様のこれまでの心情に沿いながら、病状教育も含めて自己評価と他者観点から見られる解釈の違いにも気付いて頂けるように良い係りをもち介入を進める。

個別プログラムを主体に青山荘内で行える自炊訓練、体重管理と健康、ストレッチ、病状理解と

服薬自己管理に向けた指導、対人交流、生活のしづらさなどを具体的に提示して振り返りと評価を行う。

２：岩城　敏夫様（青風荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　　合併症　心房細胞

＜問題点・介入方法＞

①　身の回りの整理・活動

→物品について趣味の広がりもあり文具、作品、本等も衣装箱に整理しているが、多量にある為、定期的に介入して必要物品かどうか本人様に聞きながら介入して整理を促し、習慣化することを継続する。

→物品整理、被害妄想で盗まれたとか、いじめられたと話す事も見られていた。本人様の我が強いこともあるが、最近は減少してきている。落ち着いていただく為、話しを傾聴して順序だてながら本人様が納得するように説明することでトラブルにはならないため、継続していく。

②　余暇活動の充実

→活動としての作品作りは依然変わりなく意欲も見られて、日常生活の充実と満足にもつながり、

物欲とともに精神安定にも寄与している。現在の暮らしぶりを評価して、好きな事、興味ある活動を見つけて、同行支援、余暇活動を十分に楽しんでいただく。

③　健康管理

→ペースメーカーの装着について、八戸赤十字病院で心臓外科外来受診8/23に定期点検を施行。

同病院にて11/15心電図検査、胸部レントゲン検査撮影、異常なし。

ペースメーカー植え込みから7年が経過している為に、電池交換時期を見据えて3ヶ月後に行う事を伝えている。

安心して頂く為にバイタルチェックを欠かさず行い、異常がない事を伝えて健康管理に役立てる。

＜評価＞

余暇活動の充実、生活習慣の確立、健康管理とも本人様の理解や納得を得ながら進めており、

本人様も概ね他者、スタッフとも落ち着いて係ることできている。

年齢が72歳でこれ以上の機能、能力向上を目指すという事ではなく、現状生活を維持し充実した生活がおくれるよう支援しながら、必要に応じて介護認定の時期がきたら勧める事する。

私物の整理については家族様に相談しながら、処分できる物か保持する物かを見極めてもらいながら検討していく。

　







